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はじめに
近年の産業構造の変化・科学技術の高度な発展のた
め、都市化、核家族化、少子化が進み受験戦争など、
母親と子どもを取り巻く環境が目まぐるしく変化して
いる社会の中で、親の子育てが今日あらためて問題と
なってきている。子育て中の母親は、家事や子育て、
いろいろな対人関係、さらには仕事と毎日を忙しく送
っているのが現状で、果たして子どもと向き合う余裕
があるのか。現在のような工業化社会の子どもは、生
まれる前から貴重な子どもとして、両親や祖父母の葛
藤や願望の対象になりやすく、親の依存対象となる傾
向がみられる（Cramer，B，1994）。また親子や夫婦で
内面を語り合う習慣が乏しい日本では、多くの悩みや
葛藤が整理されることなく押し殺されていることも忘
れてはならない（渡辺，1986）。
子どもたちに絵画を指導するようになって25年余り
の中で、様々な問題で悩んでいる母親に出会い、支援
してきた。絵画教室に通う子どもの中に、母親の顔色
をとても気にする子どもや、逆に全く母親の言葉を聞
こうとしない子ども、子どもの事となると一生懸命に
なる母親、表面は子どもに関わっているように見える
のだが、子どもの言葉を聞いていない母親など、いろ
いろな形態の母子関係があることに気付いた。
このような様々な子どもと母親の関係はどんなこと
が要因で形成されるのであろうか。人は愛着対象と自
身の関係スタイルを基盤に、新たに遭遇する他者の振
る舞いを予測・解釈し、自分自身の行動プランニング
を行う。結果的に、愛着対象と自身との関係に近似し
たスタイルが再生されることになり、さらにそれを通
してまた、人はその内的作業モデルを強固にしていく
ことになる（遠藤1992，1993）とされている。Bowlby
（1969；1973；1980）の内的作業モデルによると、人
間とは養育者との緊密な愛着関係の中にあって、“自分
は安全であるという感覚”を絶えず得ようとする傾向
こそが人間という存在の本質であり、この安全の感覚
に支えられてはじめて健常な心身の発達が揺らぎない
ものになると論じている。また“自分は安全であると
いう感覚”を親との関係で持つことが出来なかった子
どもは、一時的な認知・情緒的葛藤だけでなく、より
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本研究の目的は、現在の母親の子育て観に、母親の持っている自己像や内的作業モデルとの関連性、さらに母親の
被養育経験などが、母親と子どもとの関係において愛着形成の世代間伝達が存在するのか、またそこには母親と子ど
もを取り巻く環境がどのように関与しているのかを検討することにある。予備調査で子育てを終わった母親９名（平
均46歳）に、自分の母親と自分そして子どもとの関係性や、夫との関係など直接面接法を行った。本調査では、予備
調査の発話と標準化された尺度を基に、131項目のアンケートを３つの施設の母親を対象に質問紙形式で行った。255
名の母親から回答得、因子分析と相関分析を行った結果、自分の母親との関係性において安定し受容的な被養育経験
を有していたと思っている母親は、安定した自己モデルを持ち、自分の子どもとの関係性においても受容的な関わり
ができることが示された。自分の母親との関係性に不信感を持ち、情緒的信頼を持てない被養育経験を有していると
思っている母親は、ネガティブな自己モデルを持ち、自分の子どもとの関係に感情的な関わりや、過保護、母子孤立
といった不安定で一貫性のない関係性が見られた。実際に自らが過去に経験した被養育経験が、世代を超えて、現在
の自分の子どもに対する養育を規定する可能性は相対的に高いと言えるかもしれないが、決して必然的なものではな
い。問題は、母親がそれをどう認識し受け入れているかということであり、母親の子育てを支援するには、子どもの
問題だけでなく、むしろそうした母親の抱える問題を積極的に視野に入れたダイナミックな関わりが必要である。
キーワード：内的作業モデル、愛着形成、世代間伝達、子育て観、子育て支援
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長期にわたる対人的不適応や、自分が親になった時、
わが子に対する虐待などの障害を引きおこす背景とな
り、世代を通して愛着関係が連鎖していくとしている。
さらにBowlbyは、内的作業モデルの影響が及ぶと考
えた対人関係の中には、自らが養育者になった際の自
身と子どもとの関係も含まれると考えた。つまり、母
親自らの幼児期の愛着経験が、親になった際の養育行
動の質を決めると示唆したのである。そのため子ども
は、親自身の過去とほぼ等質の愛着スタイルを身に付
けると考えていた。
子どもやその母親と関わる中で、子どもの問題にだ
け視点を当てて捉えるのではなく、母親の根底にある
自己像、自己モデルと子どもとの関係の関連性、また
自己像・自己モデルと自分の母親からの被養育経験と
の関連性など、いろいろな角度から子育てしている母
親を捉え支援していく必要があるのではないかという
疑問を抱くようになった。
そこで、本研究では、現在子育て中の母親に子ども
への思いと、実際子どもとどう関わっているのかを尋
ねることにした。対象の子どもが第何子であるかによ
って母親の対応に違いはあるのか。また母親の子育て
には、母親を取り巻く環境要因が大きく影響するであ
ろうと仮定される為、夫や両方の両親の子育てに対す
る対応に対して、母親自身がそのことをどう感じてい
るのかも尋ねることにした。質問紙の最後に自分の母
親から受けた養育経験を、今はどう思っているのか振
り返ってもらうことにした。現代の母親の自尊感情や、
本来は子どもに使う、内的作業モデルを母親に尋ねる
ことで、母親の自己象のあり方や対人関係の自己モデ
ルが実際の子育てとどのように関連性があるのか、ま
た自身の被養育経験との関連はあるのか、それが自分
の母親から自分、そして子どもへと、世代間にどう影
響されているのかを検討することにした。母親の就労
形態については、働いている母親の親役割満足度が高
いことが指摘されている（Gottfried＆Gottfried，
1988）ことを踏まえて、働いている母親と無職の母親
の親役割満足度を比較し、本研究で就労形態が子育て
にどう影響されているかも同時に検討して、その差異
を明確にすることを目的とする。
予備調査
自分の子育てを客観的に振り返ることが出来る世代
９名の母親（平均48歳）にインタビューを行い、母親
と自分、自分と子どもの関係において、今現在どう思
っているのか、率直な言葉を集めることとした。興味
深いことに、今まで自分の子育てや被養育経験につい
て、ほとんど振り返ることがなかった。また自分の母
親や子どもと自分のことをどう思っているのか語り合
った経験がなかったということである。その中で、自
分の子育てと被養育経験とのつながりや、夫の子育て
に対する理解や協力の有無、また両方の両親との関係
性などが自分の子育てに影響していることが分かった。
母親・自分・子どもこの３者の関係には何らかのつな
がりがあること予備調査で確信した。
本調査
方法
予備調査から得た言葉と標準尺度から131項目の質
問紙を作成した。現在子育て中のT絵画教室・M保育
園・N幼稚園の施設に子どもが通う母親を対象に質問
紙形式で行った（Table1-1・1-2・１-3参照）。
結果と考察
因子分析 317世帯に配布し255世帯（有効回答率80.4
％）から回答を得た。131項目の回答に対し主因子法に
よる因子分析（プロマックス法）を行った（Table２
～８）。
それぞれの因子において因子負荷量が.300基準に、
項目を精選した。
質問１自尊感情尺度は今の自分自身をそのまま受け
止め自分自身に自信をもっている自己受容
（a＝.854）・今の自分自身に自信がなく、意欲的でな
い自己効力感のなさ（a＝.770）の２因子、質問２の内
的作業モデルのポシティブな安定した対人関係を有し
ている安定型（a＝.886）・ネガティブな回避型
（a＝.783）・一定した対人関係でなく不安定なアンビ
バレント型（a＝.753）の３因子が選ばれた。
質問３a考えている子育ては「私は子どもといる時
間は、しっかりと子どもを見るようにしている」など
で子どもを受容し、関わろうとしている思いから受容
―関わり（a＝.771）「私は子どもに必要な情報は、常
Table1-1 分析対象施設の属性
Table1-2 母親の就労状況(度数)
Table1-3 家族構成(度数)
Table２ 質問１ 自尊感情
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に集めるようにしている」など子どもに対してポシテ
ィブに接しようと思っている子育てに関する積極的活
動（a＝.602）・「私は子どものことにあまり口出しは
しないほうである」など子どもに対して子どもは子ど
もと距離をとった子育ての放任―相互孤立（a＝.714）
の３因子が選ばれた。
質問３b実際の子育ては、負荷量が.30以下の項目と
さらに負荷量が低かった２項目を削除し、残った23項
目で一連の作業をもう一度繰り返し行った。「子どもが
何を考えているか、どうしたいかは誰よりも私が分か
っていると思う」など母親と子どもとの関係に安定し
た愛着関係が形成されている愛着形成（a＝.714）・
「私は子どもにまかせられずに、つい口出しをしてし
まう」など子ども主体ではなく母親の感情が前面に出
た母親主体の子育ての感情的な干渉（a＝.674）・「子
どもが求めるものはそのまま認める」など母親が子ど
もを抱え込んでいる子育て過保護（a＝.658）・「私は
妊娠したことに気づいた時、とても嬉しかった」（逆転
項目）など母親と子どもが互いにいい関係性を築くこ
とができていない子ども拒否（a＝.528）・「子どもは
一人で遊んでいることが多い」など母親と子どものコ
ミュニケーションが希薄な母子孤立（a＝.369）の５因
子が選ばれた。
質問４夫との関係で「夫は子育てに無関心であると
私は思う」（逆転項目）で夫の子どもに対する対応を肯
定的に捉えている育児貢献―肯定的評価（a＝.927）・
「夫は家の中で威厳がある存在であると私は思う」な
ど夫を家の主と捉え、子どもには威厳を持って厳しく
対応しているとしている威厳―厳しさ（a＝.683）の２
因子が選ばれた。
質問５の両方の親との関係では「私は私の親たちが
子どもにいろいろしてくれると、私の立場がなくなる
ように感じる」など夫の親からの支援やアドバイスに
抵抗を感じるだけでなく、母親自身の親からの支援・
アドバイスに対しても受け入れられないことと、それ
が自分の立場を脅かす要因ではないかと、両方の親に
脅威を抱いている両方の親からの支援―アドバイスの
拒否―脅威（a＝.747）・「私は子育てで分からないこ
とや、困った時は夫の母に相談する」など、夫の親か
らの支援・アドバイスに対して肯定的に受け入れてい
る夫の親からの支援―アドバイスの教授（a＝.760）・
Table４ 質問３⒝ あるがままの子どもとの関係
Table３ 質問３⒜ 考えている子育て観
Table５ 質問４ 夫との関係
Table６ 質問５ 両方の親との関係
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「母は母、私は私、子どもは子どもと割り切って考え
ていると思う」（逆転項目）と自分の母親からの支援を
受け入れ、自分の母親と自分を重ね合わしている私の
親からの支援と同一視（a＝.702）の３因子が選ばれ
た。
質問６自分の母親との関係で「母は私が喜ぶことを
しくれたように思う」など子どもの頃母親に愛情豊か
に関わってもらったことで、自分の母親を信頼し、自
分のことを理解して受け入れてくれたと思っている情
緒的信頼―支持（a＝.886）・「私は母が私がする前に
先に何でもして嫌だったと思う」と、子どもの頃自分
の母親の思いに服従しそのことに不信感を持っていた
支配的強制―不信（a＝.791）・「私は母とゆっくりと
話がしたかったと思う」で、かまってもらいたかった
寂しい思いやり、あきらめている心情の関わり不十分
―孤独（a＝.621）の３因子が選ばれた。
相関分析 因子間の相関分析から、質問１自尊感情尺
度の自己受容・自己効力感のなさの２因子、質問２の
内的作業モデルの安定型・回避型・アンビバレント型
の３因子が、さらに質問６自分の母親との関係の情緒
的信頼―支持・支配的強制―不信・関わり不十分―孤
独３因子が、他の因子と密接に関連していることが証
明された。
自分の母親との関係性において安定し受容的な被養
育経験で情緒的信頼―支持を有していたと思っている
母親は、自己受容・安定型と有意な正の相関、自己効
力感のなさ・回避型・アンビバレント型と有意な負の
相関がみられた。自分の子どもとの関係性においても
受容―関わり・愛着形成と有意な正の相関、子ども拒
否と有意な負の相関があり、夫との関係で育児貢献―
肯定的評価・威厳―厳しさと両方の親との関係の私の
親からの支援―同一視と有意な正の相関があった
（Table９）。
自分の母親との関係に信頼と支持という安定した愛
着関係を持つことができた母親は、自分自身に自信を
持ち、自己を受け入れる事ができていた。対人関係に
おいても安定した内的作業モデルを有していることが
証明された。これは自分自身を受け入れ信じてもらっ
た経験があると、自分自身や他者を信じ、安定した関
係性を築くことができると言えよう。内的作業モデル
の対人関係だけでなく、自分の子どもとの関係におい
ても、子どもを受け入れ、愛着形成が成される関係性
を築くことができていた。このことから世代間に愛着
形成のつながりがあることが本研究からも証明された。
逆に自分の母親との関係性に不信感を持ち、自分の
母親が主体で自分自身を受け入れてもらえなかった被
養育経験、支配的強制―不信を有していると思ってい
る母親は、ネガティブな自己モデル回避型・アンビバ
レント型と有意な正の相関、自分の子どもとの関係に
放任―相互独立・過保護と有意な正の相関、さらに両
方の親支援―アドバイス拒否―脅威と有意な正の相関、
母親との関係の関わり不十分―孤独と有意な正の相関
があった。このように自分の母親に不満や不信をもっ
た被養育経験であったと思っている母親は、不安定で
一貫性のない自己モデルを有し、子どもとの関係だけ
でなく両方の親との対人関係においてもいい関係性を
築くことができていない現状が見られた。
関わり不十分―孤独の因子は、支配的強制―不信と
有意な正の相関、子育てに関する積極的活動と有意な
負の相関だけで他の因子との関連性はなかった。自分
の母親に支配されたり不信感を持っている母親は、子
育てに関して関わり不充分という、いいモデルを自己
モデルの中に持つことが出来なかったため、子育てに
おいてもいい関わりをすることが出来ないでいる。
Grossmann et al.（1988）は、早期される自らの被
養育経験の質が否定的なものであるにもかかわらず、
現在安定した内的作業モデルを有し、自分の子どもに
対して感受性豊かな対応ができている親の存在に気付
き関心を示した。支持的な親を有し、外傷体験を持た
ない母親であれば、かなりの確率で愛着に関して良好
なモデルを形成し、子どもとの間に安定した愛着関係
Table７ 質問６ 母親との関係
Table８ 各因子の平均評定値
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を持つ事ができるとし、不幸な愛着経験を有する母親
が、現在の愛着関係に否定的な影響を及ぼし、過去の
不幸を繰り返していく訳ではないことを示唆した。本
研究からも、母親からの養育経験だけで、自己像・自
己モデルが確定するのではなく、その後の様々な要因
が影響し少しずつではあるが愛着関係は変革していく
ことが証明された。
また母親を取り巻く環境で、因子相関と分散分析を
行った結果。就労形態で専業主婦は子どもとの受容―
関わり・愛着形成の相関係数が小さくなっていた。こ
れは子どもとの時間が他の母親より多いにもかかわら
ず、子どもを受容し、安定した愛着関係を築けている
のか疑問である。夫との関係において他の母親に比べ
て育児貢献―肯定的評価・威厳―厳しさの係数が低く
相関が見られなかった。専業主婦は夫との関係におい
ても、希薄は関係性と言えるのではないか。また被養
育経験の支配的強制―不信の相関係数が高く、両方の
親からの支援―アドバイスの拒否―脅威の係数も高く
なっている。自分の母親に不信感を持っているという
ことが、他の対人関係にも不信感を抱いてしまうとい
うパターンを内在化してしまい、他者との関係性を上
手く築くことができないでいる。活動範囲の狭い専業
主婦は、子どもと自分だけの生活が中心で、周りが見
えない、見ようとしない傾向があり、夫との関係で希
薄でいい関係性が持てていないことに対して、小坂
（2004）は、専業主婦と言うことに母親本人が納得し
ていないのではないかと指摘している。またBeyer
（1995）は、専業主婦における自己評価や自己効力感
の低さは、孤独や余り子育てに魅力を感じていないの
にやらないといけないと言う感情の為かもしれないと
考察している。このことから母親が仕事を持つという
要因が、子どもとの関係に大きく影響されることは確
かなことと言える。
分散分析 一元配置の分散分析から、就労形態でフル
タイムの母親は子どもに関する積極的活動の係数が他
より高く、愛着形成で育児休暇の母親より高い有意な
傾向〔F（.5,180）-4.78,p＜.01〕と過保護でパートタ
イムの母親より高い有意な傾向〔F（.5,180）＝1.96,
p＜.10〕となっていた。子どもと居る時間が少ない
分、他の母親より一生懸命に関わろうとする姿がみえ
るが、関わり過ぎで過保護になってしまう傾向がある
と証明された。
家族構成においては、質問４夫との関係の育児貢献
―肯定的評価で、核家族と夫婦と子どもと親と同居が
母子と他の家族より高い有意な差がみられた［F
 
Table９ 因子別平均値の相関係数
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（.3,250）＝4.10,p＜.01］。質問６母親との関係の情
緒的信頼―支持では、核家族が母子家庭でより高い有
意な差があった［F（.3,248）＝3.29,p＜.05］。結果か
ら、夫との関係で夫と子ども以外の家族がいる大家族
で、肯定的に夫を評価することが出来ている。大家族
では夫と何かトラブルがあった時、誰かがクッション
の役割りを担ってくれるので、夫との関係性がうまく
いくのではないだろうか。また核家族の母親は、自分
の母親から受けた情緒的信頼や支持をエネルギーに、
自分ひとりで子育てを頑張ろうとしている母親の姿が
見られる。母と子そして自分の母親と住んでいる母子
家庭の母親からは、自分の母親との絆が強すぎること
が要因で、他者である夫との関係性をうまく築くこと
ができなかったからであろうと推し量ることが出来る。
施設別では、T絵画教室に子どもが通う母親が、支配
的強制―不信がM保育園とN幼稚園より高い有意な差
があった。一元配置の分散分析〔F（.2,249）＝7.94,
p＜.01〕であった。さらに子育てに関する積極的活動
で、M保育園より高い有意な差が〔F（.2,183）＝
5.25,p＜.01〕であった。第３子の過保護で、M保育園
より高い有意な傾向があった〔F（.2,44）＝3.209
p＜.10〕。自分の母親への不信感が根底にあることか
らか、自分の子どもに関して積極的に活動しているの
だが、子どもの思いをしっかりと受け止めているかは
問題で、母親の自己満足のために、母親誘導の子育て
になっていると言える。M保育園の母親は、子どもの
受容―関わりで、T絵画教室より高い有意な差があっ
た〔F（.2,183）＝6.16,p＜.01〕。愛着形成で、T絵画
教室より高い有意な差があった〔F（.2,183）＝3.74,
p＜.01〕。子ども拒絶で、T絵画教室より高い有意な差
があった〔F（.2,121）＝8.30,p＜.01〕。母子孤立で、
T絵画教室より高い有意な差があった〔F（.2,121）＝
4.34,p＜.01〕。夫の親との関係においても夫の親から
の支援・アドバイスを拒否―脅威で、T絵画教室より高
い有意な差があった〔F（.2,250）＝7.38,p＜.01〕。子
どもとの関係においては両極面を持っている。これは
母親ひとりが子育てに責任を持たなければいけないと
いう思いが強く、周りの声が聞こえなくなり母親が孤
立し頑張りすぎの子育てになっている現状がみられた。
N幼稚園は際立った特徴がなく中庸であった。
分散分析の結果、第１子・第２子・第３子の違いに
よる主効果が子どもに関する積極的活動で、第１子が
第３子より高い有意な差〔F（2,356）＝4.05,p＜.05〕
があった。母子孤立で、第１子が第３子より高い有意
な差があった〔F（2,354）＝3.54,p＜.05〕。第１子は、
母親にとって初めての子どもで子育ての経験が少ない
為、できるだけのことをしてあげたいと思う母ごころ
が強いからであろう。母子孤立で第１子と第３子の間
に差が見られたのは、第１子の度数184のうち74が一人
っ子であることが、大きな要因ではないか、ひとりの
子どもと母親の関係性が強固で、母子一体の関係が強
いと言える。
他に一つの因子を目的変数とし、他の20の因子をそ
れぞれ説明変数とし重回帰分析（スッテプワイズ法）
を行った。さらにそれぞれの下位尺度得点を従属変数
とし、就労形態と家族構成、施設別、第１子・第２子・
第３子の違いをみる為に一元配置の分散分析を行い同
様な結果が導き出された。
重回帰分析 重回帰分析（Figure１～８）から、質問
１自尊感情尺度の自己受容・自己効力感のなさの２因
子に母親の被養育経験からの情緒的信頼・支持の有意
な寄与があった。自己受容には正の寄与が、自己効力
感のなさには負の寄与があった。他にも内的作業モデ
ルの安定型・回避型・アンビバレント型の寄与も証明
された。
対人関係において安定し感受性や応答性が高いと、
Table10 就労形態の平均評定値
Table11 家族構成別の平均評定値
Figure１ ?自尊感情>
Figure２ ?自尊感情>
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自分自身のあるがままの姿を受け入れ、自信を持つこ
とができると言う結果が出た。自分の子どもとの関係
においては、子どもの気持ちを理解し受容しようとす
るポシティブな関わりの影響も受けている。さらに被
養育経験で自分の母親から情緒的信頼と支持を受けて
いたと認識していることの影響を受けていることが明
らかになった。さらに、内的作業モデルの回避型がネ
ガティブな情動を持って、孤立する傾向に負の影響を
受けている。ここで自分の母親や、自分の子どもとの
関係で肯定的な安定した関係性が持てているというこ
とは、自分自身に対しても自信が持てると言うことに
寄与していることが証明された。安定した情緒的信頼
関係のもと自分を受け入れ支持してくれた経験を持っ
ていると、自分自身を肯定的に受け入れることができ
ると言うことである。
逆にネガティブな情動を持って、孤立する傾向は、
物事に対して意欲を持つことができにくいことに寄与
していた。自分の母親から情緒的な安心感を受けた認
識がない被養育経験を持っていると、自分に自信が持
てない自己効力感のなさに寄与していることも証明さ
れた。さらに、現在自分の親からだけでなく、夫の親
からの支援やアドバイスを拒否し、親と自分と子ども
との関係に不満を抱いている傾向は、自分に自信が持
てない不安定な心情に影響していると言うことも証明
された。
内的作業モデルの安定型に自己受容が有意な正の寄
与が証明され、子育てに関して積極的活動が有意な正
の寄与と証明された。自分自身を受け入れ、自信を持
てていることは、対人関係においてもポシティブな情
動で働きかけ、共感的行動を多く示すことができる安
定型であることが証明された。また子育てに関して積
極的にポシティブに接しようと思えるということは、
安定した自己を持てていると証明された。内的作業モ
デルの回避型に、自己受容と有意な負の寄与があった。
さらに子ども拒絶・自己効力感のなさ・母子孤立の正
の寄与があった。このことから自分自身に自信を持つ
ことができないだけでなく自己効力感を持てないこと
は、対人関係においても不信感をもち、ネガティブな
情動をもって、孤立する傾向があることを証明してい
る。自分の子育てに関しても、拒絶的で愛着のシグナ
ルを最小限に押さえ込む、子ども拒絶や母子孤立と関
連があり、子どもとの関係において安定した愛着関係
を築くことができないことを証明している。内的作業
モデルのアンビバレント型に、自分の母親からの支配
的強制・不信、子育ての放任・相互独立・両方の親か
らの支援・アドバイスを拒否―脅威が有意な正の寄与
が、さらに私の親からの支援―同一視に有意な負の寄
与があった。自分の母親から支配的強制を受け、母親
を信じることができないと、不安定で気まぐれな、行
動に一貫性が認められないアンビバレントな自己モデ
ルを形成することが証明された。自分の子どもに対し
て放任的で、自分と子どもが互いに距離があるような
子育て観を持っているとも言える。
母親の子育てに関する考え方の受容・関わりに、愛
着形成・過保護・安定型が有意な正の寄与があり、感
情的な干渉に有意な負の寄与が証明された。
自分の子どもとの関係においては、関係性を築き安
定した内的作業モデルを有しているということは、子
どもを受け入れ、ポシティブに子どもと関わろうとい
う思いを持っていると言える。また子どもに感情的に
干渉するのではないが、子どものことが気になってし
かたがないことも、子どもを受け入れ関わることがで
きることに寄与していた。安定した対人関係のモデル
を持っていると、子育てに対してポシティブに行動す
Figure３ ?内的作業モデル>
Figure４ ?内的作業モデル>
Figure５ ?内的作業モデル>
Figure６ ?母親の子育てに関する考え方>
Figure７ ?母親の子育てに関する考え方>
Figure８ ?母親の子育てに関する考え方>
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ることができるが、自分の母親に対して、支配的な強
制を受け、自分の母親に不信を抱いている母親が、自
分の子どもには自分が体験したような養育体験をさせ
ないよう、積極的に関わろうとしていることも証明さ
れた。
感情的な干渉が子育てに関する積極的活動に有意な
正の寄与、子ども拒絶もまた子育てに関する積極的活
動に有意な負の寄与があると言うことは、子ども主体
というより自分が主体に子育てを行っていると言える
のではないか。
放任・相互独立に、私の親からの支援・同一視が有
意な負の寄与があり、アンビバレント型が有意な正の
関与があった。これは自分の母親のような母親になり
たくないし、今現在自分の母親に自分の子育てに関わ
ってほしくないと思っていることは、自分の子どもと
の関係では、子どもは子ども、自分は自分と割り切っ
て考えていると言えるのではないか。不安定で気まぐ
れで、行動に一貫性が認められないアンビバレントな
自己モデルを有していると、子どもに対して放任的で
あまり執着しない子育て観を持っていることが証明さ
れた。
本研究から、自分の母親との関係が自己像・自己モ
デルに大きく影響されていると証明されたが、質問６
自分の母親との関係で関わり不十分・孤独の因子がど
の因子からも有意な寄与がなかったことや、負の要因
としてダイレクトに被養育経験が自分の子どもに影響
されると言うことは証明されなかった。これは母親自
身が成長するプロセスで環境の変化や、認知の変革（内
省的自己）などにより、自己像や内的作業モデルの塗
り替えが可能であると言えるであろう。負の遺産の世
代間伝達はダイレクトには、必ずしも存在するとは、
本研究からは証明されなかった。しかし、ある自己像
との関係で世代間伝達が起こる可能性はあり、更に詳
しく探求する必要がある。
まとめ
本研究の成果 本研究より、親の愛着表象・自己モデ
ルと子どもとの愛着関係の間に特異的な関連性がある
ことが証明された。母から子ども、そしてその子ども
へと、愛着表象の伝達は確かに存在した。しかし、親
子を取り巻く環境や、母親自身の気持ちの有り様で世
代間の連鎖を断ち切ることも可能であることも証明さ
れた。母親と子どもの関係性には、母親の自己像、自
己モデルや母親の置かれている環境の違い、夫や両方
の親との関係だけでなく、被養育経験のあり方がその
基盤となっていることを、本研究から立証された。世
代間の関連性や連鎖があることを、母親と子どもの関
係を考えるうえで重要な要因であると言える。
これらのことから、子育てで多くの悩みや葛藤を持
っている母親を支援する者にとって、現在の母親の姿
だけに着目したサポートではなく、母親の被養育経験
や母親を取り巻く様々な環境を視野にいれたサポート
が必要である。
先行研究に、母親がどれだけ記憶や感情を正の面、
負の面併せて統合できているか、愛着に関する情報に
防衛的にならずに、どれだけ容易にアクセスできるか
（Main et al,1985；Grossmann et al,1988）、ある
いは愛着に関していかにメタ認知能力や内省能力を働
かせることができるかということ（Fonagy et
 
al,1991b；Main,1991）なのではないかという見解が
ある。人間とは生まれ持った特性と育った環境に大き
い影響を受け、ほぼ幼少期に自己を築くといわれてい
る。しかし成長する過程において、多くの人と出会い、
結婚、出産などいろいろな経験を重ね、自己を振り返
り内省することで、次の世代にネガティブな要因を伝
援する可能性はそう大きくないと言える。Fonagy,P
（1991）は自己のありのままの実態をしみじみと振り
返る姿勢を、内省的自己（reflective self）と呼び、内
省的な自己は精神病理の世代間伝達を防ぐ可能性をも
つことを明らかにした。しかしどのような状況で、こ
うした自己モデルの統合が出来るのかが問題である。
Main et al（1985）、Fraiberg et al.（1975）等の学者
たちは、ある時点で親以外との支持的で暖かい関係を
享受することや初期のモデルとは根本的に異なる際立
った情緒的体験をすること等の重要性を指摘している。
これまでは、内的作業モデルの形成過程において、被
養育経験の果たす役割りだけが強調されて、他の要因
の意味がほとんど問題にされなかった。Main et al.
（1985）やRicks（1985）は、思春期、青年期の形成的
思考の発達が自己モデルの再構成の機会を与えること
を示唆している。またWinnicott（1968）、Fogel et al
（1986）小嶋（1989）などが、乳幼児期の親との実体
験だけでなく、親が他の子どもに接する場面を見たり、
弟妹などの年少の子どもの世話をしたりすることが自
己モデルの構造に関与しているであろうと仮定してい
る。
確かに親の愛着表象・自己モデルと子どもとの愛着
関係の間に特異的な関連性があることが本研究で証明
されたが、これが本当の意味での世代間伝達と言える
のであろうか。母から子ども、そしてその子どもへと、
愛着表象の伝達のメカニズムがどのようなものなのか
までは、はっきりと解明されなかった。しかし自分の
被養育経験をどう受け止め、それを自分の中でどう内
在化していくかが重要で、このことが現在の母親の生
き方や、子育てに大きく関与していることは、本研究
で証明された。
子育てに悩む母親の葛藤の世代間伝達を防ぐには、
子どもとの関係だけでなく、夫や両方の親など他の対
人関係、そして母親の被養育経験も含めた広い視点が
重要で、母親自身が自己を振り返る内省的自己、自己
修復力を育てる支援が、これから求められる新しい子
育て支援のあり方ではないか。
子育てへの提案 現在、子育てをしている母親にとっ
て、今の自分、自己を振り返る余裕が日々の生活の中
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で、殆どなく、知らず知らず無意識のうちに、子ども
にかける言葉やしぐさ、表情などが自分の母親から受
けた被養育経験と似たスタイルになってきているとい
うことが、本研究から証明された。母親の持つ自己像・
自己モデルが被養育経験の影響を受け形成され、それ
が自分の子どもへの関わり方に大きく寄与している。
母親が置かれている環境も、母親の意識、感情に大き
く影響するということも忘れてはならない。しかし人
間とはすばらしい力を持った生き物で、たとえネガテ
ィブな被養育経験を有し、不安定で自分自身に自信が
持てなくとも、自分の母親以外のさまざまな対人関係
を経験し、成長していくプロセスにおいて、ネガティ
ブな自己像、自己モデルを、受容的で肯定的な安定し
た自己モデルに変容できるということも本研究から考
えられた。
子どもの問題にばかりに目を向けるのではなく、母
親自身が自己の問題に気付き、自分自身を見つめ直す
機会を持つことで、子どもとの関係性を安定したもの
にし、子どもの問題が緩和されていくのである。子ど
もに関わる者として、子どもにだけのサポートではな
く、母親の持つ悩みや葛藤に共感し、母親の自己を振
り返る、内省的自己へのサポートがいかに重要である
か認識しておく必要がある。
過去に何があったかということの記憶（内的作業モ
デルの内容的側面：Crittended,1990）よりも、それを
どう解釈し、統合しているかという内的表象モデルの
構造的整合一貫性（Main,1991）が現在の関係性を規定
するとしている。愛着に関する内的作業モデルは、単
なる過去の被養育経験の写しではない、その経験を単
にそのままの形で取り込んだものではないというとこ
ろに、不連続性の可能性が存在すると言えよう。表象
モデルの力動的統合ができれば、関係性の崩壊は繰り
返されないということである。現在の母親自身と子ど
もとの相互関係、現在の自分の母親との相互関係の中
で、ダイナミズムな作用が働くことで、被養育経験で
の自分の母親への思いを肯定的なものに変えていくこ
とも、不可能ではないのである。
近代化社会において、核家族化、少子化が進み、家
族や地域社会の養育機能の低下から、子育てをひとり
で背負い、回りが見えなくなっている母親が増えてい
る。このような多くの問題を抱えた現在の子育てには、
母親の思いを共感し、安定した信頼関係が持てる第三
者である支援者の存在が求められる。母親から子ども、
そしてその子どもへと、世代を通し正の面、負の面と
多くのことが伝達されていく。この世代間においての
相互の関わりの中で、子どもや母親をサポートする者
は、本研究で証明された自己像、自己モデルがどのよ
うにその人の対人関係や、子育て、生き方に影響を及
ぼすかを認識した上で、子どもと母親の両方の問題に
目を向け、色々な角度から問題と向き合う広い視野を
持って、今その親子に何が問題で、何が重要かを見極
めることが必要である。支援者が母親に関わることで、
自分の母親像が変わったり、現実の母親への思いや、
子どもへの思いが変化したりと、母親を通して親子の
関係性が変容していく。また支援者が母親と関わる経
験において得ることも多く、支援者として成長する大
切な要因となることも忘れてはならない。母親の抱え
る問題を多面的に捉える視野を持ってダイナミックに
関わることが支援者に求められる要因であろう。
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